
令 和 ５ 年 度  熊 本 県 高 等 学 校 総 合 体 育 大 会 ラ グ ビ ー フ ッ ト ボ ー ル 競 技  

実    施    要    項   

 

１  大  会  名  令 和５ 年 度 熊本 県 高等 学校 総 合 体育 大 会ラ グビ ー フ ット ボ ール 競技  

              兼  第 ７ ４ 回全 九 州高 等学 校 ラ グビ ー フッ トボ ー ル 大会 熊 本県 予選 大 会  

２  主   催   熊 本県 高 等 学校 体 育連 盟   熊 本 県教 育 委員 会  

３  後   援  熊 本県 ラ グ ビー フ ット ボー ル 協 会  

４  主   管   熊 本県 高 等 学校 体 育連 盟ラ グ ビ ーフ ッ トボ ール 専 門 部  

５  期   日   令 和５ 年 ５ 月２ ７ 日  ６月 ２ 日 ・４ 日 ・６ 日  

                         (土 )     (金 )  (日 ) (火 ) 

６  会   場   熊 本県 民 総 合運 動 公園 ラグ ビ ー 場、 同 スポ ーツ 広 場  

７  競 技規 則   令 和５ 年 度  日本 ラ グビー フ ッ トボ ー ル協 会競 技 規 則に よ る。  

８  競 技方 法   ※ この 大 会 は 新 型 コロ ナウ イ ル ス感 染 症拡 大防 止 の ため 、 その 時の コ ロ

ナ の 状 況に よ って は 無 観 客 で行 う 場合 もあ る 。  

(1)試 合 はト ー ナメン ト 方 式に よ る。  

              (2)規 定 の 競技 時 間内 で勝 敗 が 決し な い場 合は 、 ト ライ 数 、ペ ナル テ ィ

         ト ラ イ 数、 ゴ ール 数に よ っ て、 ま たそ れで も 決 しな い 場合 は抽 選 に  

                よっ て 次 の試 合 の出 場権 を 決 定す る 。  

９  競 技時 間   試 合時 間 は ３０ 分 ハー フと す る 。  

10 参 加資 格  (1)本 連 盟 加盟 校 の生 徒で 、 当 該競 技 要項 によ り 参 加の 資 格を 得た 者 。  

       (2)チ ー ム 編成 は 、部 長・ 監 督 各１ 人 、選 手３ ０ 人 計３ ２ 人以 内と し 、  

         全 日 制 ・定 時 制課 程の 生 徒 の混 成 は認 めな い 。  

              (3)年 齢 は 、平 成 １ ６ 年４ 月 ２ 日以 降 生ま れた も の で、 １ ９歳 未満 の 者  

         と す る 。但 し 出場 回数 は 同 一競 技 ３回 まで と し 、同 一 学年 での 出 場  

         は １ 回 限り と する 。  

              (4)複 数 校 合同 チ ーム につ い て は、 本 連盟 が定 め る 「複 数 校合 同チ ー ム

の 大 会 参加 規 程」 に従 う 。  

              (5)転 校 後 ６カ 月 未満 の者 の 参 加は 認 めな い。 但 し 、一 家 転住 等の や む  

         を 得 な い事 由 によ る場 合 は 、ラ グ ビー 専門 委 員 会で 調 査し 、県 高 体  

         連 会 長 の承 認 があ れば こ の 限り で ない 。（ 外 国 人留 学 生も これ に 準  

         ず る ）  

              (6)外 国 人 留学 生 の参 加に つ い ては 、 ２人 まで と す る。 た だし 、他 の 大  

         会 の メ ンバ ー は代 わっ て も よい 。  

              (7)参 加 選 手は 、 健康 診断 の 結 果異 常 の無 いも の で 、学 校 長の 参加 申 し  

         込 み を 必要 と する 。  

              (8)そ の 他 の事 項 につ いて は 、 全国 高 等学 校体 育 連 盟規 定 、九 州高 等 学  

         校 体 育 連盟 規 定の 参加 資 格 に準 ず る。  

              (9)参 加 資 格の 特 例に よる 学 校 の参 加 につ いて は 、 熊本 県 高等 学校 体 育  

         大 会 開 催基 準 要項 のと お り とす る 。  

 

11 表   彰   第 ３位 ま で 表彰 す る。 (３ 位 決 定戦 を 実施 する ) 

 

12 組  合  せ   高 体連 ラ グ ビー 専 門委 員会 で 決 定す る 。  

 

13 申 込期 日   令 和５ 年 ５ 月９ 日 （火 ）ま で 必 着の こ と。  

 

14 申  込  先  〒 860-0067 熊本 市 西区城 山 大 塘５ 丁 目５ －１ ５      

             熊本 県 立熊本 西 高 等学 校   門  脇  永  記    宛  

               申込 書 は 校長 印 押印 の原 本 を 郵送 、 メー ルで も 送 信す る こと 。  

 

 



15  参  加  料   (1)加 盟 校 １人 ５ ００ 円、 非 加 盟校 １ ，０ ００ 円  

              (2)納 入 方 法  

                ア  参 加 申 込と 同 時に最 寄 り の郵 便 局の 払込 用 紙 を用 い て下 記口 座 に

          払 い 込む こ と  
                イ  払 込 先  ゆ う ちょ銀 行  店名  七 一八（ 読 み  ナナ イ チハチ ）  
            店番  ７ １８   普 通 預金 番 号３ ９４ １ ９ ９４  
            熊本 県 高等 学校 体 育 連盟 ラ グビ ー専 門 部  
16 個 人情 報 及び 肖像 権 の 取扱 い  

本 大 会 の参 加 申込 書等 に よ って 取 得し た個 人 情 報の 取 扱い につ い て は「 熊 本県 高等  

学 校 体 育連 盟 個人 情報 保 護 方針 」 に、 また 、 本 大会 に おけ る競 技 者 及び 指 導者 並び に  

そ の 他 の関 係 者の 肖像 の 取 扱い に つい ては 「 熊 本県 高 等学 校体 育 連 盟肖 像 権の 取扱 規  

程 」 に 基づ き 、取 り扱 う も のと す る。  

な お 、 参加 申 込書 の提 出 を もっ て 、こ れら の 取 扱い に 関し て参 加 者 生徒 及 びそ の保  

護 者 の 承諾 を 得た もの と し て対 応 する 。  

 

17 新 型コ ロ ナウ イル ス 感 染症 対 策に つい て  

(1)以 下 のこ と を踏ま え 、 大会 で の対 応等 に 特 別な 変 更が ある 場 合 には 、 専門 部か ら  

参 加 校 へ別 途 連絡 する 。  

  ア  文部 科 学省及 び 熊 本県 教 育委 員会 の 通 知等  

イ  当 該競 技 中央 団体 等 の ガイ ド ライ ン等  

  ウ  開催 地 域の感 染 状 況    

 (2)各 学校 は 、大会 前 及 び大 会 期間 中の 大 会 参加 者 （関 係職 員 、 関係 生 徒等 ）の 健 康  

観 察 を 行う な どし 、体 調 管 理に 努 める こと   

(3)こ の 大会 は 新型コ ロ ナ ウイ ル ス感 染症 拡 大 のコ ロ ナの 状況 に よ って は 無観 客で 行  

う 場 合 もあ る 。  

(4)参 加 者が 以 下の事 項 に 該当 す る場 合は 、 参 加を 見 合わ せる こ と 。  

  ア  体 調 がよ くな い 場 合  

  イ  同 居 家族 や身 近 な 知人 に 感染 が疑 わ れ る場 合    

  ウ  過 去 １４ 日以 内 に 政府 か らの 入国 制 限 、入 国 後の 観察 期 間 を必 要 とさ れて い る

国 、 地 域等 へ の渡 航ま た は 当該 在 住者 と濃 厚 接 触が あ る場 合  

(5)会 場 では、ウ ォー ミ ン グア ッ プ、試合 以 外 では マ スク を着 用 す るこ と。ま た、給水  

ボ ト ル は共 有 しな い（ 個 人 用ペ ッ トボ トル 等 可 ）。  

(6)こ ま めな 手 洗い、 ア ル コー ル 等に よる 手 指 消毒 を 実施 する こ と 。  

(7)他 の 参加 者 との距 離 を でき る だけ ２ｍ 以 上 確保 す るこ と。  

(8)応 援 する 際 はマス ク を 着用 し 、感 染拡 大 防 止に 配 慮す るこ と 。  

(9)発 熱 が軽 度 であっ て も 咳・ 咽 頭痛 など の 症 状が あ る場 合は 指 導 者の 責 任の もと 出

場 を 見 合わ せ るこ と。  

 

18  そ  の  他   出 場チ ー ム は、 必 ず引 率責 任 者 （当 該 校責 任者 ） が 引率 し ､引率責 任 者  

       は 、選 手 の 行動 に 対し 全て の 責 任を 負 うも のと す る 。  


